
2025年度 千葉工業大学 （教務委員会） 事業進捗チェックシート 

【2024年度(2024年４月1日～2025年３月31日)】 

プロジェクト 目的・趣旨・達成目標等 実施状況 成果（改善状況等） 課題・今後の展開 開催日時・実施期間 
数理・データサイ

エンス・AI基礎教

育に関する見直し

後の検証と新たな

取り組み 

2022年度の教務委員会で作成し

た「教養教育の見直しに関するま

とめ」を実行し、2024年度から

の新たな数理・データサイエン

ス・AI基礎教育プログラムとし

て教養科目群「数理・データサイ

エンス・AI入門」及び「AI・プ

ログラミング基礎演習」を開講し

た。いずれも履修者数、授業満足

度は良好であった。 

 

特に2024年度から開設した情報

変革科学部、未来変革科学部にお

いては、これらの新設科目と数学

系科目を組み合わせた「数理・デ

ータサイエンス・AI応用基礎教

育プログラム」の申請準備をして

おり、情報リテラシー等に関する

基礎教育の強化を図る。 

数理・データサイエンス・AI基礎教育の基盤とな

っている「初年次教育（全学部1年次前期必修）」

「数理・データサイエンス・AI入門（全学部1年

次必修）」の全学共通教育に加えて、「AI・プログラ

ミング基礎演習（全学部1-2年開講選択」を開設す

ることで、今後、あらゆる分野で最低限必要となる

数理・データサイエンス・AIの基礎知識や基礎ス

キルを身に付けさせる教育プログラムの一層の強

化・充実が進んでいる。 

［情報教育に関する授業計画の主要項目］ 

・初年次教育にはPCスキルとして「Word、Excel、

Power Point基礎演習とプレゼンテーション演習」

を実施している。また、情報システム委員会と調整

して「情報ネットワークの基礎とコンピュータの仕

組み」を実施している。 

・数理・データサイエンス・AI入門では、実デー

タの活用も含めたExcelのデータサイエンス演習を

主体に再構築し、ITセキュリティの教材ではCisco 

Networking Academyのe-Learningコンテンツから

「サイバーセキュリティの概要」の運用を実施して

いる。 

・AI・プログラミング基礎演習では、基礎的なプロ

グラミングの演習を一律に行う観点から、現状で主

流となっている「Python」を選定すると共に、実社

会で活用できることも視野に、担当講師を株式会社

内田洋行に委託して実施している。 

数理・データサイエンス・AI基礎教

育プログラムに関わる新たな科目の

実践を経て、一層の強化・充実を図

るために、2025年度には情報変革科

学部及び未来変革科学部の教育プロ

グラムを応用基礎レベルに申請する

準備を行っている。 

数理・データサイエンス・AI

基礎教育プログラムについて

は、全学共通のリテラシーレ

ベルと次年度申請を行う情報

変革科学部・未来変革科学部

の応用基礎レベルの両プログ

ラムについて、一体的に教育

効果の検証を行い、プログラ

ム全体としての進化を図って

いく。 

20224度入学生から開講 

→効果検証は2025年度 
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